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食品衛生管理の国際標準化に関する検討会開催要領

１． 趣旨

食品衛生管理の国際標準であるHACCP の普及により、安全性の高い食品の生産性の向

上が期待される。食品の製造、加工、調理等におけるHACCP による衛生管理については、

コーデックスにおいてガイドラインが示され、国、地方自治体、民間機関などにより普及

に取り組んできたが、欧米等先進国をはじめとした諸外国では、HACCP に基づく衛生管

理の制度化が進んでいる。このような状況を踏まえ、我が国においても従来の画一的な衛

生管理の基準を見直し、HACCP の制度化を進め、異物混入や食中毒の防止など食品の安

全性の向上を図る必要がある。

このため、HACCP の制度化による我が国の食品衛生管理の国際標準化を進めるための

制度の枠組み等について検討することを目的として「食品衛生管理の国際標準化に関する

検討会」（以下「検討会」という。）を開催する。

２． 主な検討事項

（１） 我が国の食品衛生管理において、HACCP を制度化するための具体的な枠組み等を

検討する。

 HACCP 衛生管理が求められる対象食品の範囲及び対象事業者の規模

 HACCP 導入事業者に対する総合衛生管理製造過程承認制度の整理

 対象外の食品に対するHACCP 普及のあり方や任意の制度の導入

 自治体による監視指導のあり方 等

（２） 輸入食品の食品衛生管理において、HACCP を制度化するための具体的な枠組み等

を検討する。

 輸入食品のHACCP 適合の確認・監視の手法

 諸外国におけるHACCP 制度との同等性確認の方法 等

（３） HACCP に関する用語の整理を行う。

３． 検討会の運営

（１） 本検討会は、厚生労働省医薬・生活衛生局生活衛生・食品安全部長が別紙の構成員

の参集を求めて開催する。

（２） 検討会は必要に応じ、学識経験者等の専門家の出席をその都度、求めることができ

る。

（３） 検討会には座長を置き、構成員の互選により定める。

（４） 座長が不在のときは、あらかじめ座長が指名する者がその職務を代理する。

（５） 検討会の庶務は、厚生労働省医薬・生活衛生局生活衛生・食品安全部監視安全課

HACCP 企画推進室において行う。

（６） 検討会は特定の者に不当な利益又は不利益をもたらすおそれがある場合を除き、公

開とする。

（７）農林水産省の職員にオブザーバーとして出席を求める。
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